
2016年4月より、スタッフとともに活動
するインターンを募集します。 
  

 JVCのインターンって？ 
 

平日週２日、一年間(2016.4-2017.3)にわたってJVCのスタッフと
ともに東京事務所で活動する制度です。 
国際協力に携わるスタッフの仕事を手伝いながら、JVCらしい視
点、問題意識について学んでいただくことを目的としています。 
特定の国の活動を支える、広報や会計などNGOを運営面で支え
るなど、分野もさまざまです。 

  

 どんなことができるの？ 
 

・スタッフの仕事を手伝いながら、国際協力の視点、問題意識、
実務を学べます。 
・JVCはさまざまな人が集う場。老若男女、専門分野も異なる人
たちと出会うチャンスで、視野が広がります。 
スキルのあるなしよりも、「こんなことをしてみたい！」という
意気込みを持った方を歓迎します。 

 

 経験者の話が聞ける？ 
 

応募してみたい！という方のために、説明会を開催します。 
2015年度の現役インターンが、活動について紹介します。 
裏面の予定をご覧ください。※事前にお申込みください 

来日した海外スタッフのアテンド 

広報イン
ターンの
清水です 

アフガン
インター
ンの竹村
です 

広報イン
ターンの
渡邉です 

イベント参加。民族衣装をきてJVCをPR 



応募方法 

以下の事業で募集します 

説明会日程とお話しするインターン 

2月６日（土） 
 14:00～15:30 
 

 担当：加藤 野の子（ラオス） 

ラオス事業インターンの加藤さんは大学4年生。就職活動
のかたわらインターンに参加。ラオス事業の広報、全国か
ら寄せられる「書き損じはがき」の対応、ボランティアチー
ムとのイベント出展など、積極的に参加しています。自分
でカンボジア、気仙沼を訪問し、現場と日本での学びをつ
なぐ努力もしていました。就職活動との両立、大学での学
びをインターン活動に生かしてきた彼女が感じたJVCでの
インターンのおもしろさを聞いてみます。 

2月９日（火） 
 19:00～20:30 
 

 担当：竹村 謙一（アフガン） 

アフガニスタン事業インターンの竹村さんは、公務員をリ
タイアした後、インターンへ参加。現地から送られてくる
レポートの翻訳や、関連のニュースをまとめた「アフガン
ウォッチ」の作成、会計業務の手伝いをしています。アフ
ガンスタッフの訪日時には、イベントの準備から運営、さ
らには下町観光のコーディネートまで担当しました。リタ
イア後の生き方、その選択の一つとなったインターンにつ
いてお聞きします。 

2月15日（月） 
 19:00～20:30 
 

 担当：鴨志田 恵里（パレスチナ） 

パレスチナ事業インターンの鴨志田さんは就職活動しなが
ら参加した大学4年生。JVCとも関係の深い会社に応募し、
見事合格！教員実習に出たりアルバイトをしたりと忙しい
生活の中、自分でパレスチナ訪問を企画、実施した行動派
です。日常業務としてパレスチナの刺繍製品の販売管理等
をしながら感じたことを話していただきます。 

2月25日（木） 
 19:00～20:30 
  

 担当：清水 春香（広報） 

広報（ホームページ）インターンの清水さんは大学３年生。
留学準備をすすめながらの参加でした。ホームページ更新
の技術を学びつつ、持ち前のセンスを発揮してJVCの魅力
を伝える作業にこつこつ取り組んでいます。また、もう一
人の広報インターンと協働でスタッフインタビューをおこ
ない、JVC職員の魅力を伝えるホームページをつくってい
ます。その過程で感じたこともお話ししてもらいます。 

 □スーダン（1名）  □パレスチナ（1-2名） □イラク（1名） 
    □アフガニスタン（1名）    □会計（1名）  □広報（2-3名）  
 仕事内容詳細は、ホームページでご案内します。 

〒110-8605 東京都台東区上野5-3-4クリエイティブOne秋葉原ビル6F 
TEL: 03-3834-2388 FAX: 03-3835-0519 WEB: http://www.ngo-jvc.net/ 
インターン受入担当:石川 tomoko@ngo-jvc.net 

応募用紙（履歴書）とともに、志望動機作文(1,000字程度、形式自由、希望受け入れ事業を明記）を、
下記までご郵送ください。指定応募用紙は、以下のURLからダウンロードできます。 
http://www.ngo-jvc.net/jp/notice/data/2016tokyo_intern_application.doc 
（ダウンロードが不可能な方は、下記にお問合わせください） 

応募締切は、2月29日（月）です。 

1980年にインドシナ難民の救援
を機に発足。現在、アジア・中
東・アフリカの9ヵ国・地域と、
東北の震災被災地で活動してい
ます。現場の声に基づいた政策
提言にも力を入れています。 

日本国際ボランティアセンターとは? 


